
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年8月15日（木）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	
佐藤（裕）
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	休
	〇
	〇
	休
	準
	深
	休
	深
	準
	〇

	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	佐藤（美）
	田浦
	北向
	木村
	馬場　　

	〇
	休
	欠
	　遅B
	病欠
	休
	〇　
	休
	準
	深

	　春日
	織田
	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	　
	
	
	

	〇
	〇
	〇
	休
	〇
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
なし

＜患者様連絡事項＞
・大嶋　一喜様～膀胱留置カテーテル交換実施。

・田名部　幸子様～昨日他患者まらの粗暴行為にて、腰背部痛が続いており腰部X-P検査を実施。以上所見なく、ハップスター１袋処方となる。

・馬場　日出子様～8/17（土）午前中、長男妻様が入院診療計画書サインのため来院されます。書類のサインとスキャンをお願いします。

・高屋敷　正規様～入浴時、経管栄養カテーテル自己抜去あり。田名部Drより指示いただき再挿入しています。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中に入浴を実施。帰棟後もトラブル無くスムースに入室している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。話し掛けや訴えの頻回さはあるが、トラブル無く入浴も行っている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。性的逸脱行為、妄想言動、気分高揚さ無く対面時疎通良好。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、大声での奇声や放歌あり。他患者からもクレームあり介入するが行動自制できず。開放観察は早めに終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・若沢　理子様～本日より10：00～11：00　14：00～15：00で解放観察の指示。他者とのトラブルなど問題行動あれば、早めに終了して良いとのこと。

・鈴木　知子様～衝動行為は無いが、幻聴はまだ続いていると話している。

・長瀬　伸也様～内服治療については頑なに拒否している。8/22ハロマンス（100）筋注（右肩）指示あり。

・中居　伊佐男様～嘔気や食欲不振が続いており、本日予定のハロマンス筋注は来週へ延期。

・袴田　将志様～本人よりユニット移動の希望あるが、多飲水行動が治まってからと説明行っている。

・櫻田　早苗様～朝食時に足を滑らせ転倒している。転倒による疼痛や受傷はないとのこと。異常があれば主治医へ伝えるよう説明している。症状安定しており、お盆明けに退院許可あり。夫様と退院について話し合うよう指示あり。

・小栗　健太郎様～退院された患者との連絡について、手紙の制限は無し、電話連絡は週１回まで（曜日は担当と決める）確認し、主治医許可となる。
[bookmark: _GoBack]・他患者様著変なし。

＜皮膚科患者様情報＞
・高屋敷　正規様～臀部表皮剥離・発赤、エキザルベ軟膏塗布の指示。
他患者様処置変更なし。
